
財務会計システム 支出命令の処理事例  

大阪府の新公会計制度 1 

複式仕訳情報登録画面 

■入力項目 
①仕訳区分 ※入力必須 
借方、貸方、ＣＦをセットした仕訳区分を選択 
 
②複式計上所属 ※原則入力不要 
所属別財務諸表の計上所属。予算元所属が初期表示さ
れるので、原則入力不要。（他の所属に計上する場合の
み入力） 
 
③管理事業 ※入力不要。表示のみ 
事業別財務諸表の計上事業。歳出予算事業（④）に基づ
き自動的に決定し表示 
 
 

① 
② 

③ 

④ 

仕訳区分選択画面 

原則として入力が必要なのは①仕訳区分のみ！ 

歳出予算科目（節）に基づき自動的に選択肢を表示 
（事例は節：委託料） 

自動的
に決定 
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資料５－４ 複式簿記の概要（大阪府）  大阪府作成資料 



支出命令伺書の事例 

大阪府の新公会計制度 
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・電子決裁の導入に伴い帳票をＰＤＦファイルで添付すること
により、ペーパーレス化を推進 

・官庁会計の帳票には複式に関する情報は表示せず、月次
決算整理において、月単位で確認 



仕訳の事例（歳出：消耗需用費） 

大阪府の新公会計制度 3 

仕訳区分名称 
支出命令時の仕訳（Ｂ） 支払時の仕訳（Ｃ） 

キャッシュ・フロー科目（Ｄ） 
借方 貸方 借方 貸方 

(Ａ)消耗需用費 ＰＬ物件費／消耗需用費 ＢＳその他未払金 ＢＳその他未払金 ＢＳ歳計現金等 ＣＦ行政サービス活動支出／ 
物件費・消耗需用費 

物 品 
システム 

購入伺書 

①購入伺 

文 書 
システム 

②起案、決裁、施行、契約締結 
（支出負担行為） 

購入伺書 

③納品、検査、請求 

物 品 
システム 

支出命令 
伺書 

④支出命令伺書作成 

文 書 
システム 

支出命令 
伺書 

⑤起案、決裁、施行 

財務会計 
システム 

職員が仕訳区分 
（Ａ）を選択 

（Ｂ）の仕訳を 
自動記録 

財務会計 
システム 

⑦支出審査、支払 

（Ｃ）の仕訳、 
（Ｄ）キャッシュ・フロー 
を自動記録 

支出命令 
伺書 

⑥支出データ正式登録 

※消耗需用費は仕訳区分が１つのみ 



仕訳の事例（歳出：工事請負費・資産形成支出の場合） 
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仕訳区分名称 
支出命令時の仕訳（Ｂ） 支払時の仕訳（Ｃ） 

キャッシュ・フロー科目（Ｄ） 
借方 貸方 借方 貸方 

(Ａ)ＢＳインフラ資産計上
の新設改良工事／建仮 

ＢＳ建設仮勘定 
／インフラ ＢＳその他未払金 ＢＳその他未払金 ＢＳ歳計現金等 ＣＦ投資活動支出／公共施設

等整備支出・工事請負費 

資産価値の向上を伴わ
ない費用とする工事 

ＰＬ維持補修費 
／工事請負費 ＢＳその他未払金 ＢＳその他未払金 ＢＳ歳計現金等 ＣＦ行政サービス活動支出／

維持補修費・工事請負費 

電子調達 
シ ステ ム 

経費支出 
伺書 

①経費支出伺 
（工事施行伺） 

文 書 
システム 

②起案、決裁、施行、契約締結 
（支出負担行為） 

購入伺書 

③工事完成、 
検査、請求 

財務会計 
システム 

支出命令 
伺書 

④支出命令伺書 
作成 

文 書 
システム 

支出命令 
伺書 

⑤起案、決裁、施行 

財務会計 
システム 

職員が「固定資産計上基準」
に基づき資産形成支出（ＢＳ）
か否かを判断し仕訳区分を 
選択⇒資産形成支出は（Ａ） 

（Ｂ）の仕訳を 
自動記録 

財務会計 
システム 

⑦支出審査、支払 

（Ｃ）の仕訳、 
（Ｄ）キャッシュ・フロー 
を自動記録 

支出命令 
伺書 

⑥支出データ正式登録 

 
建仮ＤＢ 
更新 

建設CALS 
システム 

 
建仮ＤＢ 
更新 

建仮情報連携 

⑧建設仮勘定精算 

財務会計 
システム 

公有財産 
システム 

⑨仕訳を自動記録 

ＢＳ工作物 
取得額 

／インフラ 

ＢＳ建設仮勘定 
／インフラ 

 
建仮ＤＢ 
更新 

⑩公有財産台帳に自動登録 

公有財産台帳 
（工作物） 
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大阪府の新公会計制度 

※一部抜粋 
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